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　2022年12月，日本海側は記録的な暴風雪に見舞
われ，新潟県内では広範囲で停電が発生しました。
特に佐渡市では最長9日間に及ぶ長期停電となり，
お客さまの生活に大きな影響が生じました。今回の
投稿では，私の見聞きした当時の災害対応の実態，
現場で直面した数々の困難，そして教訓から導き出
した課題・対策の一部に関する，社内の振り返り内
容を紹介いたします。

■恵みをもたらす宝でもある雪
　再生可能エネルギーの中でも安定度が高いのが水
力発電です。このエネルギー源は「白い石炭」と呼
ばれる雪であり，雪解けによる水源が電力として大
きな恵みをもたらしてきました。東北六県と新潟県
を管内とする当社には，202箇所の水力発電所があ
り，合計出力はおよそ 244万kW。発電電力量は降
水量や降雪量に左右され出水率で変動しますが，お
おむね年間 70億kWh程度に達します。この量は決
して小さなものではありません。昔も今も山間部に
降る雪は再生エネルギー，エネルギー安全保障や
カーボンニュートラルの達成，また発電費用の低廉
化等，様々な恵みをもたらす宝と言える一方で，後
述するように電力の安定供給への大きな壁にもなり
得るものです。

■気象予報と異なる〝想定外の雪害”
　12月18日から 20日にかけて，新潟県内には全域
で風雪注意報が発出されていましたが，中越地域

（長岡・柏崎）には大雪警報も発表されていたこと，
一方，佐渡市の予報は大雪注意報に止まり，例年大
規模な雪害が発生しにくい地域であることも踏ま

え，社内の事前の体制については，中越地域での設
備被害への備えを中心に整えていました。しかし実
際の佐渡では，島全域が記録的な積雪に襲われまし
た。特に通常は雪がほとんど積もらない「小佐渡」
でも 1メートルを超える積雪となり，多くの地点で
予報を上回る状況となりました。このときの雪は湿
気を多く含む「ベタ雪」で，電柱・電線・竹木に着
雪が重くのしかかり，倒木・倒竹が連続して発生し
ました。

写真 1　積雪に阻まれながらの設備巡視

■巡視進まず　想像以上の〝竹害との戦い”
停電発生を受け，佐渡を所管する事業所（佐渡電力
センター）は直ちに巡視を開始しました。しかし深
い積雪に阻まれ，徒歩での移動すら困難な状態で，
設備被害の全容把握は思うように進みませんでし
た。19日には佐渡市へ道路除雪を依頼しましたが，
想定を上回る積雪と倒竹により，除雪そのものに多
くの時間を要しました。除雪が進んだエリアから巡
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視を再開すると，そこでわかったのは「竹害の深刻
さ」です。高さ20メートルを超える竹が雪の重み
で大きくしなり，電線に覆いかぶさるように倒伏。
竹は折れにくく，倒れたまま電線・電話線に絡みつ
くため，撤去には熟練した作業と時間を要します。
島内で発生した倒竹・倒木の数は約 4,000個所。こ
れらの処理作業が復旧の大きなボトルネックとな
り，現場の苦労は想像を超えるものでした。
　「倒しても，倒しても，倒しても次の現場に同じ
景色が広がっている」。現場作業者からはそんな声
も上がったほどです。さらに追い打ちをかけるよう
に，23日に再び暴風雪が発生。復旧したばかりの
設備が再び被害を受け，停電を繰り返すという状況
に，現場は大きな緊張感を抱えながらの作業が続き
ました。

写真 2　倒竹・倒木処理と設備復旧状況

 　
■応援派遣もフェリー欠航で混乱
　23日には暴風雪に伴いフェリーが欠航し，応援
要員の島への輸送にも大きな支障が生じました。翌
日以降の便も満席が続き，計画していた増員派遣が
大幅に乱れました。その中で，停電の早期解消に向
けて，最大で 1日約400名，延べ1,477名を佐渡へ
派遣し対応にあたった結果，高圧線路の全面復旧は
12月27日0時55分，最長で8日と7時間におよぶ
長期停電となりました。その後も低圧設備の被害に
より停電が続くお客さまもおり，小型発電機の貸与
など応急対応を行いながら，最終的に 12月29日19
時10分，すべての停電が解消しました。

■雪害から得られた主な課題と対策
　当時の対応を通じ，特に次の3点が課題として整
理され，検討・対応が進められました。
①　佐渡への応援事前派遣ルールの見直し
　・  「季節初めで気温が比較的高い時期の大雪予想」

を応援要請判断基準に追加
　・  山間部・離島での施工力確保に向け，工事会社

の体制強化や電気工事組合・OBの活用 
②　道路啓開に関する自治体との連携強化
　・  自治体との定期的な勉強会の実施と災害時のレ

ポートラインの相互・事前の確認
　・  これによる道路確保の迅速化と復旧開始までの

時間短縮
③　事前伐採の推進
　・  佐渡市と連携した竹林管理
　・  自治体の理解・協力を得た事前対策と広範囲伐

採の推進

■�住民の安全確保の観点からの情報連携の
重要性

　厳冬期や猛暑期の長期停電は，高齢者をはじめと
した住民の生命・健康に直結する問題です。このた
め，避難所の開設状況や停電の有無，地域全体の復
旧見通しなど，自治体と密接に情報を共有する必要
があります。当時の佐渡市とは，こうした情報連携
が適切に図られていたことが検証の中で確認されま
したが，今後は全社的にもこうした連携をより強化
していく必要性が再認識されています。

■おわりに
　この雪害では，予測困難な自然の猛威と向き合い
ながら，限られた時間と人員の中で懸命に復旧作業
を行いました。多くのお客さまに長期間にわたりご
迷惑をおかけしたことを改めて反省するとともに，
この経験から得た教訓を確実に生かし，次に同様の
災害が発生した際には，より迅速で確実な復旧がで
きるよう，全社一丸となって取り組んでいるところ
です。これらの取り組みを通じた知見等について
は，可能な限り情報共有してまいりたいと思います
し，また，今後も本学会の活動成果を電力の安定供
給等への取り組みの参考にしていきたいと考えてお
ります。
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